







































































































































































































































































No. 遺跡名 No. 遺跡名
① 浜山 7 姫御前
② 大角地 ⑧ 笛吹田
3 大塚 9 南押上
4 後生山 ⑩ 六反田南
⑤ 三ツ又 11 横マクリ
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　ただし実景的には、日の出の方角と時間は、入り組んだ谷地形や、前面にそびえる山脈
の高度によって左右される。当地のような前面に山地が迫っているところでは、平野部で
の計算〔E－30゜－S〕は目安とはなるが、その通りに太陽が昇る事は稀である。微細な
ズレがある。現地での観測が不可欠であるが実行できていない。そこで簡易な方法ではあ
るが市販の『カシミール３D』を用いて、2014年12月22日（冬至）を基準日として机上
観測を行ってみた。浜山遺跡では明石山の東辺の頂き近くから日の出が見られた（９時
05分）〔E－49゜－S〕、（第11図）。大角地遺跡では坪根口山の頂きから日の出が見られた
（７時45分）〔E－37゜－S〕、（第12図）。笛吹田遺跡では京ヶ峰主峰の東辺から日の出が見
られた（７時25分）〔E－23゜－S〕、（第13図）。田伏遺跡では金山の西頂部付近から日の
出が見られた（７時40分）〔E－36゜－S〕、（第14図）。
　遺跡位置や標高設定など細部において後日の検証を要するところがあるが、『カシミー
ル３D』の結果は大略を示していると解せられる。全体的に浜山遺跡や大角地遺跡、田伏
遺跡は表象山の冬至の「日の出」方向と深く関わっていると言えよう。なお笛吹田遺跡で
は、京ケ峰主峰（標高118.2m）とその支脈頂（標高約70ｍ）とが重なり合う地点からの
「日の出」が想定される。遺跡からの視点を、どの位置に置くかで「日の出」の位置は移
動する。遺跡の西端からは京ケ峰主峰からの「日の出」となるが、ここ（遺跡のほぼ中
第14図 田伏遺跡から見た冬至の日の出
（「カシミール 3D」による）
第11図 浜山遺跡から見た冬至の日の出
（「カシミール 3D」による）
明石山
第13図 笛吹田遺跡から見た冬至の日の出
（「カシミール 3D」による）
京ヶ峰
第12図 大角地遺跡から見た冬至の日の出
（「カシミール 3D」による）
坪根口山
金山
─ 75 ─
央）では概ねこの辺りからの「日の出」と想定しておきたい。けだし他の遺跡と比べて変
則的ではあるが、笛吹田遺跡においても京ケ峰を基準とした冬至の「日の出」の方向に関
わっていると想定しておきたい。
　表象山は、玉作遺跡の日常生活の中で日々仰望されてきた表象的山容であろう。それが
表象山として認知されるには、仰望（踏み込んで言えば遥拝）にふさわしい一定の距離と
高さが条件となるであろう。本稿で扱った玉作遺跡と表象山の関係を図に表してみた（第
10図）。その結果、大角地遺跡（仰角60 ）゜、田伏遺跡（仰角59 ）゜の実景角度はほぼ同じ
であった。この角度は、飛鳥の神奈備山（岡寺山）を伝飛鳥板蓋宮跡から仰望した角度と
相似していた。飛鳥の神奈備山の認識は、恐らくはこれらの遺跡より後出と思われるが、
古墳中期からの基準が継承されていた可能性があるかもしれない。
　なお、笛吹田遺跡（仰角51 ）゜ではやや鈍角を成している。工房跡の主軸方向（第８
図）や遺跡と表象山との在り方（第９図）、冬至の「日の出」方向（第13図）でも、他の
遺跡とは少しばかり差異を見せている。この差異は時期差によるのかもしれない。笛吹田
遺跡は川村編年による８段階（古墳中期初頭）に属し、他の遺跡は９～11段階に属して
いる。この間に玉作体制の再編が成されたのかもしれない。
　また、浜山遺跡からの明石山の仰望角度は、他の遺跡より強い（仰角73 ）゜。浜山遺跡
は、他の遺跡が平野部に成立しているのに対して、唯一舌状台地に立地している。明石山
から派生した山系の麓に位置している。平野部は湿地帯が広がっていて遺跡の環境には馴
染まない。このような地形的な制約から、他の遺跡とは異なる仰望角度を示しているのか
もしれない。
　さて、古墳時代におけるランドマークの研究については大工原豊氏が精力的に取り組ん
でいる(36)。縄文ランドスケープの視点を「古墳から眺望できるヤマや二至二分との関係
性」へと援用した試みを行っている。群馬県内の大型前方後円墳の主軸についてヤマと二
至二分の関係を検討したところ、５世紀前半の「浅間山古墳から見ると、夏至には浅間隠
山に、二分には妙義山に日が沈むことが確認される」とし、５世紀後半の「井出二子山古
墳からみると、冬至には荒船山の中で唯一三角に尖った山頂に沈み、立春・立秋には妙義
山に日が沈む」と説いている。ほかに５世紀後葉の太田天神山、６世紀の綿貫観音山古墳
でも二至二分の関係性が認められたという。すべての古墳にこのような原理（思想）が認
められるわけではないが、少なくともここに掲げた大型前方後円墳には「ヤマと季節を関
連付けるなんらかの思想が、古墳の選地の際にはたらいていたのかもしれないと考える」
と説いている。
　本稿での研究に引き寄せて言えば、大工原氏が指摘するヤマとの関係性が５世紀初頭の
新しい思想・理念で築かれた「浅間山型企画」の古墳に顕在化している点に興味深いもの
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がある。ヌナカワ祭祀圏での玉作遺跡ランドスケープが顕在化してくる時期と符合してい
そうである。
Ⅴ．おわりに
　古墳時代中期（５世紀）に北陸のヌナカワ祭祀圏で盛行した玉作遺跡の成立はヤマト政
権による地方再編の動向と関わっているであろう。そこには三輪山を典型とする神奈備山
をモデルとした「山川の対置思想」も同時に及んだものと考えられる。
　ヌナカワ祭祀圏における表象山はランドマークとして冬至の「日の出」と密接に関わっ
ていそうである。工房跡の主軸方向、遺跡の立地、いずれもこれを支持している。「山川
の対置思想」の一端が、このようなカタチで表出したものと解せられる。
　浜山遺跡は、５世紀後半に宮崎の地に突如として出現している。ヤマト政権による祭具
製作体制の再編によって営まれた遺跡であり、新しい選地原理に沿って成立したと考えら
れる。浜山遺跡は、冬至の「日の出」のある明石山を表象山としている。奈良盆地の東に
位置する三輪山は、太陽の日の出と関わる神奈備山である。太陽運行を生活の基本する思
想で共通している。
　また、本稿では表象山を水源とする清水にこだわった。ほどほどの山塊であれば、どこ
の山でも流水がある。表象山に特化した事象ではない。けれども、表象山を水源とする清
らかな水が遺跡の脇を流れていることが重要なのである。その事は、関和彦氏の論考の引
用によっても説明したところである。
　なお、ここでは触れなかったが古墳中期の玉作遺跡にはほかに三ツ又遺跡、一の宮遺
跡、六反田南遺跡がある。いずれも顕著な表象山を確認できず、今回の私のフレームワー
クには入りきらなかった。これらの遺跡の成立には別の原理が働いているのかもしれな
い。いつかその解明に挑戦してみたいものと思っている。
　普段さりげなく見ている凡庸な風景が、突如として遺跡と関わる「表象山」であったと
言われても、にわかには付いて行けないと感じられた識者も多いであろう。類推を重ねた
稿となり、実際、考古学的には証明の難しい事を論じているので、やむを得ない。「表象
山」と見えるものも、あるいは偶然の所産として退けられるかもしれない。今後、多様な
視点から検証を要するであろう。ただし私には古墳中期の変革と玉作遺跡の成立とが無関
係とは思えない。その中で「山川の対置思想」が地方にも持ち込まれた可能性が高いと考
えている。識者のご教示やご批判を頂ければ幸いである。
　末筆となったが、図版などの作成にあたって中村年昭と藤田哲史氏のご協力を得た。記
して謝意を表したい。
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